
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）

・
河
越
城
築
城

文ぶ
ん

明め
い

二
年
（
一
四
七
〇
）

・
河
越
城
で
連
歌
会
を
催
す

同
十
八
年
（
一
四
八
六
）

・
太
田
道
灌
殺
さ
れ
る

天て
ん

文ぶ
ん

六
年
（
一
五
三
七
）

・
北ほ

う

条
じ
ょ
う

為た
め

昌ま
さ

が
城
主
に
な
る

同
十
五
年
（
一
五
四
六
）

・
河
越
合
戦
（
河
越
夜
戦
）
で

扇
谷
上
杉
氏
が
滅
亡

天て
ん

正し
ょ
う

十
八
年
（
一
五
九
〇
）

・
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
軍
が
、
小お

田だ

原わ
ら

城
・
川
越
城
を
攻
め
落
と
す

・
酒さ

か

井い

重し
げ

忠た
だ

が
城
主
に
な
る

慶け
い

長ち
ょ
う

五
年
（
一
六
〇
〇
）

・
関
ケ
原
の
合
戦

同
八
年
（
一
六
〇
三
）

・
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

が
江
戸
幕
府
開
府

広報川越№1160・2007.10.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/ ２

築
城
の
背
景

室
町
時
代
初
期
、
幕
府
は
鎌か

ま

倉く
ら

に
関
東
を
治
め
る
鎌
倉
府
を
置
き

ま
し
た
。
そ
の
長
官
に
あ
た
る
鎌

倉
公く

方ぼ
う

は
、
将
軍
家
の
一
族
で
あ

る
足あ

し

利か
が

氏
が
務
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
し
だ
い
に
幕
府
と
相
反

し
た
動
き
が
顕
著
に
な
り
、
幕
府

と
の
関
係
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
永え

い

享
き
ょ
う

十
年
（
一
四
三
八
）、

第
六
代
将
軍
の
足
利
義よ

し

教の
り

は
、
鎌

倉
公
方
足
利
持も

ち

氏う
じ

の
討
伐
を
、
鎌

倉
府
の
次
官
に
当
た
る
関
東
管
領

の
山
内

や
ま
の
う
ち

上
杉
憲の

り

実ざ
ね

に
命
じ
ま
す
。

関
東
管
領
を
補
佐
し
て
い
た
扇
谷

上
杉
持
朝
も
憲
実
を
支
援
し
た
結

果
、
持
氏
の
自
害
と
い
う
形
で
収

束
し
ま
し
た
。

新
た
に
鎌
倉
公
方
に
な
っ
た
足

利
成し

げ

氏う
じ

は
、
宝ほ

う

徳と
く

元
年
（
一
四
四

九
）
に
鎌
倉
に
入
り
ま
し
た
。
成

氏
は
、
幕
府
か
ら
独
立
し
た
東
国

支
配
を
確
立
す
る
た
め
、
関
東
東

北
部
の
勢
力
を
味
方
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
享

き
ょ
う

徳と
く

三
年
（
一
四
五
四
）、

関
東
管
領
で
あ
る
上
杉
憲の

り

忠た
だ

（
憲

実
の
子
）を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
事
件
に
よ
り
、
幕
府
は
上
杉

氏
に
成
氏
討
伐
を
命
じ
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
成
氏
は
、
康こ

う

正
し
ょ
う

元
年

（
一
四
五
五
）
に
下
総
国

し
も
ふ
さ
の
く
に

古こ

河が

（
現
在
の
古
河
市
）
に
本
拠
地
を

移
し
、
古
河
公
方
を
称
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

上
杉
氏
と
古
河
公
方
の
対
立
が
鮮

明
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
城

川
越
城

川
越
城
ににに
流流流
れ
た
、

れ
た
、

れ
た
、
五
百
五
十
年

五
百
五
十
年

五
百
五
十
年
ののの
時
間
時
間
時
間

長
ち
ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
四
五
七
）、
扇
谷

お
う
ぎ
が
や
つ

上う
え

杉す
ぎ

持も
ち

朝と
も

の
命
に
よ
り
、
家
臣
の
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

・
道ど

う

灌か
ん

親
子
が
築
い
た
河か

わ

越ご
え

城
。

江
戸
時
代
に
は
、
城
の
拡
張
や
城
下
町
の
整
備
が
行
わ
れ
、
川
越
藩
の
政
治
・
経
済
の
中
心
と
し
て
発
展
し
ま

し
た
。
築
城
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
三
十
人
余
り
の
城
主
を
迎
え
た
川
越
城
も
、
明
治
維
新
後
は
建
物
の
解
体
・

撤
去
や
払
い
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も
本
丸
御
殿
の
玄
関
な
ど
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

川
越
城
築
城
五
百
五
十
年
を
迎
え
た
こ
と
し
。
こ
の
企
画
記
事
で
は
築
城
当
時
の
様
子
を
中
心
に
、
川
越
城

に
流
れ
た
時
間
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

＊
こ
の
記
事
で
は
、
中
世
は
「
河
越
」
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
「
川
越
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
広
報
室
広
報
担
当
・
℡
内
線
３
５
２
２

室町安土・桃山江戸

築
城
か
ら
現
在
ま
で

嘉永元年（1848）に建設された川越城本丸御殿。嘉永元年（1848）に建設された川越城本丸御殿。嘉永元年（1848）に建設された川越城本丸御殿。
550年の歴史を持つ川越城の、本丸に造営された最後の建物です550年の歴史を持つ川越城の、本丸に造営された最後の建物です550年の歴史を持つ川越城の、本丸に造営された最後の建物です

と

き
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な
ぜ
、
河
越
に
？

当
時
の
利
根
川
は
、
荒
川
と
合

流
し
て
現
在
の
隅
田
川
を
通
り
、

東
京
湾
に
注
い
で
い
ま
し
た
。
こ

の
利
根
川
と
荒
川
を
中
心
と
し
て

東
側
が
古こ

河が

公く

方ぼ
う

の
勢
力
圏
、
西

側
が
上う

え

杉す
ぎ

氏
の
勢
力
圏
と
な
り
ま

し
た
。
上
杉
氏
は
、
古
河
に
根
拠

地
を
置
く
古
河
公
方
に
対
抗
す
る

た
め
、
長

ち
ょ
う

禄ろ
く

元
年
（
一
四
五
七
）

扇
谷

お
う
ぎ
が
や
つ

上
杉
家
の
当
主
持も

ち

朝と
も

の
住

居
が
あ
っ
た
河か

わ

越ご
え

と
、
江
戸
に
城

を
築
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

河
越
城
を
本
拠
地
と
し
、
五
十
子

い

か

つ

こ

の
陣
（
現
在
の
本ほ

ん

庄
じ
ょ
う

市
）
・
岩い

わ

槻つ
き

城
・
江
戸
城
を
前
線
基
地
と
し

た
防
御
態
勢
が
整
い
ま
し
た
。

河
越
城
を
地
形
的
に
見
る
と
、

武
蔵
野
台
地
の
最
東
北
端
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
当
時
、
城
の
北
側

自
然
の
要
害
で
し
た
。
地
形
的
に

河
越
城
を
築
い
た
場
所
は
、
築
城

に
適
し
た
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

築
城
後
、
戦
乱
の
地
に

築
城
当
時
の
様
子
は
史
料
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
よ
く
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
築
城
者
に
つ
い
て

は
、
太お

お

田た

道ど
う

真し
ん

と
す
る
記
録
類
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は

江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
、
誤
記
や

誇
張
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
長
禄

元
年
前
後
は
、
道
真
・
道ど

う

灌か
ん

は
常

に
行
動
を
共
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
河
越
城
は
、
道
真
・
道

灌
が
協
力
し
て
築
城
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

を
西
か
ら
東
に
向
か
っ
て
赤
間
川

が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
北

か
ら
東
に
か
け
て
は
高
低
差
十
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
低
地
に
田
畑
が

広
が
り
、
南
は
泥
湿
地
で
、
正
に

持
朝
が
没
し
た
応お

う

仁に
ん

元
年
（
一

四
六
七
）
に
、「
応
仁
の
乱
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
京
の
混
乱
は
や

が
て
全
国
に
広
が
り
、
大
名
ど
う

し
が
勢
力
を
争
う
時
代
に
な
り
ま

す
。
関
東
は
、
古
河
公
方
・
扇
谷

上
杉
氏
・
山
内

や
ま
の
う
ち

上
杉
氏
と
、
山
内

上
杉
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
長な

が

尾お

氏

の
対
立
に
、
新
興
勢
力
の
後ご

北ほ
う

条
じ
ょ
う

氏
が
加
わ
り
ま
す
。
激
し
い

勢
力
争
い
の
末
、
扇
谷
上
杉
氏
は

天て
ん

文ぶ
ん

十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
河

越
合
戦
に
よ
り
滅
亡
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
河
越
は
後
北
条
氏

の
実
質
的
な
領
地
と
な
り
、
河
越

城
は
小お

田だ

原わ
ら

城
の
支
城
と
し
て
新

た
な
時
代
を
迎
え
ま
す
。

寛か
ん

永え
い

四
年
（
一
六
二
七
）

・
酒
井
忠た

だ

勝か
つ

が
城
主
に
な
る

同
十
五
年
（
一
六
三
八
）

・
川
越
大
火

同
十
六
年
（
一
六
三
九
）

・
松ま

つ

平
だ
い
ら

信の
ぶ

綱つ
な

が
城
主
に
な
る

承じ
ょ
う

応お
う

元
年
（
一
六
五
二
）
ご
ろ

・
川
越
城
の
拡
張
工
事
開
始

寛か
ん

文ぶ
ん

年
間（
一
六
六
一
〜
七
三
）

・
川
越
城
の
拡
張
工
事
が
完
成

弘こ
う

化か

三
年
（
一
八
四
六
）

・
川
越
城
二
の
丸
が
炎
上

嘉か

永え
い

元
年
（
一
八
四
八
）

・
本
丸
御
殿
を
造
営

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

・
大
政
奉
還

同
三
年
（
一
八
七
〇
）
ご
ろ

・
川
越
城
の
解
体
始
ま
る

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

・
川
越
城
跡
が
県
指
定
史
跡
に

指
定
さ
れ
る

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）

・
本
丸
御
殿
が
初は

つ

雁か
り

武
徳
殿
に

名
称
変
更

同
二
十
年
（
一
九
四
五
）

・
終
戦

同
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

・
本
丸
御
殿
が
県
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る

同
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

・
家か

老ろ
う

詰つ
め

所し
ょ

を
移
築
復
元
す
る

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

・
家
老
詰
所
が
県
指
定
有
形
文

化
財
に
追
加
指
定
さ
れ
る

同
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

・
川
越
城
築
城
五
百
五
十
年

明治大正昭和平成

道灌の死 上杉家と11歳の年齢差の因縁

文武に秀でた武将とし

て名高い太
おお

田
た

道
どう

灌
かん

は、文
ぶん

明
めい

18年（1486）７月、

糟
かす

屋
や

の館（現在の伊
い

勢
せ

原
はら

市）で、主君扇谷
おうぎがやつ

上
うえ

杉
すぎ

定
さだ

正
まさ

によって殺されまし

た。なぜ、道灌は主君に

殺されたのでしょうか。

当時の関東管領山内
やまのうち

上杉家は跡継ぎがなく、

越
えち

後
ご

上杉家の顕
あき

定
さだ

が継いでいました。文明８年

（1476）、顕定の家臣の長
なが

尾
お

景
かげ

春
はる

が反乱を起こ

します。この時、反乱を鎮めたのが道灌でした。

これにより大きな権力を得た道灌は、他の家臣

の不満を買うようになります。さらに、江戸・

河越両城を堅固にしたことを顕定に対する謀反

と受け取られ、それを注意した定正にも反抗し

ます。これらが原因となり、定正と道灌の間に

深い溝が生まれたようです。

扇谷上杉家に跡継ぎがいないため当主になっ

た定正は、景春と同じ年齢で、顕定は景春の

11歳年下、道灌は定正の11歳年上でした。両

上杉家では主君と重臣が、11歳の年齢差で対

立していたのです。そして道灌の死後関東に進

出し、河越合戦で扇谷上杉氏を滅亡させる後
ご

北
ほう

条
じょう

氏の祖・北条早
そう

雲
うん

は、道灌と同じ年齢。こ

れは、単なる偶然の一致なのでしょうか。

鎌倉鎌倉鎌倉

糟屋糟屋糟屋

小田原城小田原城小田原城

江戸城江戸城江戸城

河越城河越城河越城

岩槻城岩槻城岩槻城

五十子の陣五十子の陣五十子の陣 古河城古河城古河城

下総

武蔵

相模

利根川
荒川

入間川

河越城築城当時の関東地方略図

本拠地である河越城を守るように、２つ
の城と１つの陣が、古河城に対して扇状
に展開しているのがわかります

市立博物館にある木造
太田道灌像（複製品）


